
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

概  要 

単孔を利用した鉛直・水平透水試験は、地下水面下

に堆積する透水異方性を有する成層地盤の鉛直・水平

方向の透水係数を求めるために行います。 

地下水処理工法を検討するときに、地盤の透水異方

性を考慮しない場合、揚水量や周辺地下水位低下量の

予測値と実測値に大きな差を生じることがあります。 

鉛直透水試験装置を用いることにより、単一のボー

リング孔を利用して、砂質地盤の原位置における鉛直

方向の透水係数を求めることができ、さらに、試験後

の単孔で現場透水試験を行い水平方向の透水係数を

求め、地盤の透水異方性を評価することができます。 

また、試験を行った地盤の対象土を採取することが

できるため、対象土の目視観察や室内土質試験に供す

ることも可能です。  

 

試験装置の主な特徴 

① 鉛直透水係数が単一ボーリング孔で評価できます。 

② 大深度（GL-50～60ｍ）まで調査が可能です。 

③ 定常法を適用して、短時間で試験が実施できます。 

④ 採取した試料で試験区間の目視観察が可能であり、

土質試験に供することもできます。 

⑤ 鉛直透水試験終了後の孔壁を利用し

て水平透水試験を行うことにより、

透水異方性を評価することができま

す。 

 

表－１ 試験装置の仕様 
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図－1  鉛直透水試験装置の概要 
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写真－1 採取試料の例 

仕様
全　　長 2320㎜
外　　径 93㎜
質　　量 43kg

外管ロッド 直　　径 60㎜
内管ロッド 直　　径 40.5㎜

最大揚水量 5×10-4ｍ3/s
最大揚程 90ｍ
電　　源 AC　100V
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試験方法 

鉛直透水試験装置を用いて削孔し、試験対象土を装

置内に内包します。対象土を引き上げることなく内蔵

したポンプで揚水し、原位置にて試料上部の水位を低

下させます。 

この状態で、揚水量と水頭差の定常値を測定するこ

とにより、試料の鉛直透水係数を得ることができます。 
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kv：鉛直透水係数（ｍ/ｓ） 
Q：揚水量（ｍ3/ｓ） 

L：試験区間長（ｍ） 
Δh：平衡水位との水頭差（ｍ） 

A：試験区間断面積（ｍ2） 

 

試験結果 

水頭差は試験装置に内蔵した電気式水圧計で計測

します。揚水量は、電子天秤を用いて質量を測定して

求めます。データロガーとパソコンを用いて自動計測

を行い、現場で試験状況を確認することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図－2 試験結果模式図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

試験から得られる効果 

掘削工事の地下水処理において遮水壁長さを検討

する場合、ＦＥＭ浸透解析を用いた地下水シミュレ

ーションを適用する例が増えています。この場合、

水平方向と鉛直方向の透水係数を個別に設定するこ

とができますが、透水異方性を評価できる試験方法

が確立されていないため、解析結果と実際との間に

ギャップが生じることがあります。このため、遮水

壁の根入れ長さに余裕を見込んだ設計となり、必要

以上に地下水の流れを遮断することがありました。 
自然地盤の複雑な成層条件による透水異方性を考

慮することにより、より適正な設計が可能となり、

地下水環境の保全と経済性に効果が期待できます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

透水異方性を考慮しない→遮水壁は長い 
        （必要以上に地下水の流れを遮断） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
透水異方性を考慮→遮水壁を適正な長さに設計できる 
        （地下水流動への影響を軽減） 
図－3 鉛直・水平透水試験で得られる効果例 
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 特許出願中 
特開 2005-120609  原位置地盤の鉛直方向透水試験装置

特開 2005-139643 原位置地盤の鉛直方向透水試験装置

特開 2005-139862  不攪乱試料の進入量判定機構を備え

た鉛直方向透水試験装置 
特開 2005-155077 原位置地盤の鉛直方向透水試験装置
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 登録番号 KT-050027 透水異方性の調査方法  
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